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４月18日、壬生町のIT講座が生涯学習館において開会し

ました。講座では、テキストにしたがって、基本操作から、

文書の作成、インターネット、Ｅメールができるまでを学

習します。

　全57講座で申込は随時受け付けていますので、空き状況

を確認し、生涯学習館�82-8384までお申し込み下さい。

●ごみの収集袋は透明・半透明で

●ごみのゆくえ

●教育委員会だより

●児童養育家庭への助成制度案内

●高齢者福祉サービス事業案内
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ご
み
収
集
袋
は
、
透
明
ま
た
は
半
透
明

　
も
え
る
ご
み
、
資
源
ご
み
、
も
え
な
い
ご
み
の
収
集
袋
は
透
明
ま
た
は

半
透
明
を
使
用
し
て
下
さ
い
。

　
今
ま
で
、
収
集
袋
に
つ
い
て
は
、
特
に
指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

６
月
１
日
か
ら
、
も
え
る
ご
み
、
資
源
ご
み
、
も
え
な
い
ご
み
（
た
だ
し

袋
に
入
る
も
の
）
の
収
集
袋
は
、
透
明
ま
た
は
半
透
明
（
ス
ー
パ
ー
の
レ

ジ
袋
で
も
よ
い
）
の
袋
を
必
ず
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

安
心
し
て
収
集
で
き
る
よ
う
に

中
身
の
見
え
る
袋
で

安
心
し
て
作
業
が
で
き
ま
す

　
以
前
は
、
黒
い
ご
み
袋
や
肥
料
袋
、

ダ
ン
ボ
ー
ル
等
の
中
身
の
見
え
な
い
も

の
で
出
さ
れ
た
ご
み
も
収
集
し
て
い
ま

し
た
。
中
身
が
見
え
な
い
の
で
、
正
し

く
分
別
さ
れ
て
い
る
か
判
別
で
き
ず
、

収
集
従
事
者
が
ケ
ガ
を
し
た
り
す
る
事

故
が
何
回
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め

黒
色
袋
等
を
わ
ざ
わ
ざ
破
っ
て
、
中
身

を
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

　
中
身
の
見
え
る
袋
に
し
て
、
ご
み
を

正
し
く
分
別
し
て
出
せ
ば
、
ご
み
の
減

量
化
に
つ
な
が
り
、
収
集
作
業
中
の
事

故
等
が
防
止
で
き
、
以
前
と
比
べ
安
心

し
て
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
透
明
ま
た
は
半
透
明
以
外
の

袋
等
（
黒
色
袋
や
肥
料
袋
、
ダ
ン
ボ
ー

ル
）
で
出
さ
れ
た
場
合
は
、
収
集
袋
に

シ
ー
ル
を
貼
り
、
収
集
し
ま
せ
ん
の
で
、

必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

心

肥料袋やダンボール箱･黒色袋は収集いたしません

》シール(見本)《

　　次の事由で収集しません

□1.透明または半透明の趨で出し直しZ:ください！

□２．テしピ・冷麗麗・洗濯錘・エアコンは町芒lit・・しません！

ください）

□３．きちんと分けZ:出しーしてください！

□４．収集できないごaz!曹！

□Ｓ．ふとん●はもえないごみの収集日に出し崖してくだきい｜

日　壬生可清掃センター豊Ｓ２－３４２４月

今
後
も
一
層
の
ご
協
力
を

　
ご
み
を
分
別
し
資
源
化
、
減
量
化
す

る
こ
と
は
、
自
治
会
の
役
員
さ
ん
を
は

じ
め
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に

よ
り
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
後
も
皆
さ
ん
が
清
潔
で
快
適
な
生
活

を
営
む
た
め
に
も
、
ご
み
の
資
源
化
、

減
量
化
に
ひ
き
つ
づ
き
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
６
月
１
日
か
ら
、
一
般
廃
棄
物
処
理

手
数
料
が

1
0
0
円
／
１
０
㎏
か
ら
1
5
0
円
／

１
０
’
同
に
改
定
さ
れ
ま
す
。

事
業
活
動
に
伴
っ
て
生
じ
た
一
般

廃
棄
物
お
よ
び
一
般
家
庭
で
一
時

に
5
0
㎏
以
上
生
じ
た
ご
み
を
、
直

接
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
搬
入
す
る
場

合
の
処
理
手
数
料
が
、
６
月
１
目

か
ら
1
5
0
円
／
1
0
㎏
に
改
定
さ
れ
ま

す
。

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法

（
特
定
家
庭
用
機
器
商
品

化
法
）
が
、
４
月
１
日
か

ら
施
行
さ
れ
ま
し
た

　
消
費
者
が
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
洗
濯

機
、
エ
ア
コ
ン
を
廃
棄
す
る
場
合
、
町

で
は
収
集
し
ま
せ
ん
し
、
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
は
、
絶
対
出
さ
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
も

取
り
扱
い
ま
せ
ん
の
で
、
持
ち
込
ま
な

い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

３月31日までに持ち込まれた家電製品

問
合
せ
先

　
町
清
掃
セ
ン
タ
ー
昔
8
2
－
３
４
２
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ごみのゆ＜
収集されたごみはどうなるの？

　私たちが生活していくうえで、必ずごみは出てきます。このごみを

分別してリサイクルすると、大切な資源になります。
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透明や茶色のビン･そ

の他の色のビンに分別

される

細か＜砕かれ

溶かして新し

い製品（建築

資材･ビン等）

に再生される
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溶解槽の中でゲル化再

生ポリスチレンにする



教育委員会だより

堅
実
と
は
然
に
学
ぶ

教
育
文
化
標
章
を

ぬ
ざ
し
て

教
育
委
員
会
の
役
割

・
「
教
育
委
員
会
」
っ
て
ど
ん
な
活
動
を

し
て
い
る
の
？

と
い
う
皆
様
の
疑
問
に
事
務
局
各
課
の

内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
主
催
行

事
に
積
極
的
に
参
加
の
上
、
ご
感
想
や

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

教
育
委
員
会
の
仕
組
み

・
教
育
委
員
長

・
委
員
　
・
委
員
　
・
委
員

　
白
雪
ヅ
薇
隋
旦

…
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子
ど
も
と
学
校
の
応
援
団

　
壬
生
町
教
育
委
員
会
の
学
校
教
育
課

は
、
学
校
教
育
に
関
す
る
全
般
を
担
当

す
る
諜
で
す
。
学
校
予
算
や
経
理
事
務
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

学
校
の
設
置
や
管
理
、
教
育
に
関
す
る

調
査
統
計
な
ど
を
担
当
す
る
庶
務
係
と
　
ｍ

教
材
・
教
具
や
学
校
の
施
設
の
整
備
、

子
ど
も
の
就
学
や
教
科
書
事
務
を
主
な

仕
事
と
す
る
学
校
教
育
係
の
二
つ
の
係

か
ら
成
っ
て
い
ま
す
。

　
一
言
で
言
え
ば
、
町
内
小
乙
甲
学
校
　
皿

で
勉
強
す
る
子
ど
も
た
ち
が
、
楽
し
く
　
作

充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
　
作

よ
り
よ
い
環
境
づ
く
り
を
し
て
い
る
課
　
匹

と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
今

年
度
も
「
子
ど
も
と
学
校
の
応
援
団
」

と
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
壬
生
町
学
校
教
育
目
標

　
ど
の
学
校
に
も
学
校
目
標
が
あ
る
よ
う
に
、
町
民
の
皆
様
の
学
校
教
育

へ
の
願
い
に
基
づ
き
、
壬
生
町
の
子
ど
も
た
ち
を
こ
の
よ
う
に
育
て
た
い

と
い
う
学
校
教
育
の
目
標
と
し
て
次
の
五
つ
を
定
め
て
い
ま
す
。

…
…
…
自
主
的
に
学
び
、
最
後
ま
で
や
り
通
す
児
童
・
生
徒
を
育
て
る

　
健
康
で
明
る
く
、
意
欲
に
満
ち
て
行
動
す
る
児
童
・
生
徒
を
育
て
る

回
心
豊
か
で
、
思
い
や
り
の
あ
る
児
童
・
生
徒
を
育
て
る

回
郷
土
の
自
然
や
歴
史
を
大
切
に
し
、
あ
た
た
か
い
社
会
を
つ
く

　
る
児
童
・
生
徒
を
育
て
る

三
内
外
の
文
化
を
理
解
し
、
国
際
協
調
の
心
を
も
つ
児
童
・
生
徒

　
を
育
て
る

一

(縄文土器作り)壬生中学校で出前授業

今
年
度
の
努
力
点

キ
ー
ワ
ー
ド
は
★
参
加
★

　
今
、
子
ど
も
に
、
激
し
い
社
会
変
化
に
対
し

て
主
体
的
に
対
応
で
き
る
資
質
つ
ま
り
「
生
き

る
力
」
を
育
成
す
る
た
め
、
学
校
、
保
護
者
、

地
域
が
手
を
取
り
合
っ
て
、
み
ん
な
が
参
加
す

る
学
校
教
育
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
二
十
一
世
紀
の
第
一
歩
と
な
る

今
年
度
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
学
校
教
育
課
が

取
り
組
む
重
点
事
業
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

教
育
相
談
員
の
増
員

　
学
校
教
育
を
中
心
と
し
て
教
育
に
関
す
る
相

談
を
担
当
す
る
相
談
員
を
二
名
増
員
し
、
町
民

の
皆
様
へ
の
相
談
業
務
を
充
実
さ
せ
ま
し
た
。

適
応
支
援
教
室
「
ひ
ば
り
」
の
開
設

　
不
登
校
と
な
っ
た
児
童
・
生
徒
に
通
級
し
て

も
ら
い
、
学
校
生
活
適
応
を
め
ざ
し
た
活
動
を
、

担
当
者
と
相
談
し
な
が
ら
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で

行
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

小
・
中
学
校
へ
の
教
員
助
手
の
配
置

　
児
童
・
生
徒
の
個
性
・
能
力
の
十
分
な
発
揮

を
め
ざ
し
、
一
つ
の
学
級
を
ノ
犬
の
教
員
が

チ
ー
ー
ム
を
組
ん
で
指
導
し
た
り
、
二
つ
の
ブ
ル
ー
ー

プ
に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
指
導
し
た
り
で
き
る
よ

う
に
、
教
員
助
手
を
六
名
、
町
内
小
中
学
校
に

配
置
し
ま
し
た
。

ヽ 一 一
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7:’ワ　月　の　主　な　行（・

7/11（水）町中学生音楽鑑終会（城址公園ホール）

　13（金）親子ふれあいサロン（生涯学習館）

　15 ・22（日）下都賀地区郡民体育祭（国分寺町）

　19（金）第１学期終業式

　28（土）町中学生海外派遣団出発

　　　　～８／５まで（オーストラリア）

６／３（口）親子ふれあいハイキング（八方ヶ原・塩原）

　　５（火）家庭教（共）育学級合同開講式（生涯学習館）

　　８（金）親子ふれあいサロン（生涯学習館）

　　16（土）壬生中運動会

　　24（月）町民柔道大会（町武道館）

７／６（金）町民ゴルフ大会（宮の森カントリークラブ）

　　７（土）家庭教（共）育学級合同講演会（生涯学習館）

４



教育委員会だより
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－
Ｔ
講
座
風
景

………生涯学習は､ｹﾞ＼ヤ人ひとりが個性や能力を伸ばし、生きがいのある充実した人生

を送る･ためい自発的意思に基づき、自分に適した手段と方=法を選びながら生涯に

わたって行う学習です。生涯学習課は、関連施設と連携し、町民の皆様が、いつ

でも、どこでも、誰でも学ぶことができるよう幅広い事業の展開に努めています。

ヽ 一

学
ぶ
機
会
の
充
実

　
時
代
の
変
化
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、

新
た
な
知
識
や
技
術
を
学
ん
だ
り
、
情
報
を
選

択
す
る
能
力
を
身
に
付
け
た
り
す
る
こ
と
が
必

要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
新
し
い

ニ
ー
ズ
や
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
学
ぶ
機
会
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
－
Ｔ
講
座
も
そ
の
Ｉ
つ

と
言
え
ま
す
。

青
少
年
教
育
・
活
動
の
支
援

　
次
の
時
代
を
担
う
青
少
年
を
育
む
こ
と
は
、

重
要
な
課
題
で
す
。
児
童
生
徒
の
体
験
活
動
の

場
の
提
供
、
奉
仕
活
動
の
支
援
、
青
少
年
団
体

へ
の
支
援
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
方

が
、
学
校
で
児
童
生
徒
の
学
習
を
支
援
し
た
り
、

体
験
活
動
の
場
を
提
供
し
た
り
で
き
る
よ
う
学

校
地
域
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業
も
展
開

し
て
い
ま
す
。

家
庭
教
育
の
充
実

　
乳
幼
児
期
か
ら
の
「
心
の
教
育
」
が
重
要
で

す
。
そ
こ
で
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
や
乳
幼
児
を
持
つ

母
親
へ
の
子
育
て
支
援
、
父
親
を
対
象
と
し
た

家
庭
教
育
出
前
講
座
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
Ｊ
一
一
｀

一
｀
ふ
れ
あ
う
町
づ
く
り

　
町
民
一
人
一
人
が
自
分
に
合
っ
た
ス

ポ
ー
ツ
と
出
会
い
親
し
む
こ
と
の
で
き

る
環
境
を
整
備
し
、
日
常
生
活
に
密
着

し
た
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
」
活
動
の
推
進

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
次
の
三
つ
の
基
本
方

針
に
よ
り
活
動
し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

　
　
　
　
　
　
　
整
備
・
貸
出

　
総
合
運
動
場
に
は
体
育
館
（
振
興
課

は
こ
こ
に
あ
り
ま
す
）
武
道
館
、
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
が
整
い
、

様
々
な
競
技
大
会
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に

利
用
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
普
及
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
は
利
用
の
手

軽
さ
器
具
の
充
実
が
評
判
で
す
。
ま
た

ふ
れ
あ
い
プ
ー
ル
は
夏
の
呼
び
物
と
し

て
多
数
の
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
と
し
て
、

小
中
学
校
体
育
施
設
を
開
放
し
て
お
り

今
年
度
は
壬
生
小
学
校
室
内
プ
ー
ル
を

試
行
的
に
開
放
い
た
し
ま
す
。

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に

　
　
　
親
し
め
る
環
境
整
備

　
す
べ
て
の
町
民
が
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
む
た
め
に
、
指
導
者
の
養
成
と
確

保
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
バ
ン

ク
活
用
、
体
育
指
導
委
員
・
各
種
ス
ポ
ー

ツ
指
導
者
の
資
質
向
上
の
た
め
の
講
習

会
へ
の
参
加
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
に
向
け

た
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
振
興
の
た
め
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
重
視
し
た
総

合
的
ス
ポ
ー
ツ
組
織
の
育
成
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。

　
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の

　
　
　
　
　
　
　
紹
介
・
支
援

　
全
町
民
の
多
様
な
二
し
ズ
ヘ
の
対
応

と
し
て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
等
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
紹

介
、
支
援
活
動
を
行
い
、
体
育
協
会
や

各
種
団
体
の
自
主
的
運
営
の
促
進
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

ニュースポーツの

グラウンドゴルフ

　　５



一

家庭への養児

助成制度のご案内

　
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、
養

育
家
庭
へ
の
支
援
と
し
て
、
児
童
手
当
、
遺
児
手
当
、
児
童

扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
該
当
す
る
方
は
、
町
民
生
部
福
祉
課
で
、
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
の
で
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
受
付
は
、
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
、
午
前
８
時
3
0
分
～
午

後
５
時
ま
で
）
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児
童
手
当

　
児
童
手
当
は
、
小
学
校
就
学
前
の
児

童
を
養
育
す
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
左
の
限
度
額
表
の
よ
う
に

所
得
に
よ
る
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、

児
童
手
当
の
限
度
額
欄
を
、
そ
の
他
の

年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、
特
例

給
付
の
限
度
額
欄
を
参
考
に
し
て
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
限
度
額
は
、
児
童
を
養
育
す

る
方
の
平
成
1
2
年
分
の
所
得
税
法
上
の

扶
養
人
数
の
欄
が
基
準
に
な
り
ま
す
。

あ
な
た
の
所
得
額
は
、
平
成
1
2
年
分
の

所
得
額
か
ら
一
律
に
８
万
円
を
控
除
し

た
額
に
な
り
ま
す
。

　
手
当
月
額

　　　いなば保育園の園児たち

　　　　平成13年度

児童手当所得制限限度額表

第
１
子

第
２
子

第
３
子

支
給
月

６
月
、

　
５
０
０
０
円

　
５
０
０
０
円

１
０
０
０
０
円

1
0
月
、
２
月

遺
児
手
当

　
遺
児
手
当
は
、
父
母
の
一
方
ま
た
は

両
親
が
死
亡
し
た
児
童
（
義
務
教
育
修

了
前
）
を
養
育
す
る
方
に
支
給
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
町
民
税
の
所
得
割
を
諜

せ
ら
れ
な
い
場
合
だ
け
に
受
け
ら
れ
ま

す
。

ご
手
当
月
額

　
児
童
１
人
あ
た
り
　
　
３
。
０
０
０
円

旅
支
給
月

　
６
月
、
９
月
、
1
2
月
、
３
月

Si４－－り～･七V

扶養家族

等の人数

　児童手当

(国民年金加入者)

　特例給付

(厚生年金等加入者)

所得額（円） 所得額（円）

Ｏ人 3,010,000 4,600､000

１人 3,390,000 4,980,000

２人 3,770,000 5,360,000

３人 4,150,000 5,740,000

４人 4,530,000 6,120,000

５人 4,910,000 6,500,000

－ ， ， 　 　 　 　 ’ 、 ’ 　 　 　 　 ゛ ‘ ‘ ’ 　 　 ● ゝ 　 あ ． - -

心゛

て
、
一
部
支
給
停
止
、
ま
た
は
全
額
支
　
６

給
停
止
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

抑
手
当
月
額

　
児
童
Ｉ
人
　
　
　
　
４
２
。
３
７
０
円

　
児
童
２
人
　
　
　
　
４
７
。
３
７
０
円

　
児
童
３
人
以
降
３
。
０
０
０
円
加
算

※
一
部
支
給
停
止
は
、
１
４
。
０
２
０

　
円
の
減
額
に
な
り
ま
す
。

　
支
給
月

　
４
月
、
８
月
、
1
2
月

ｌ
ｒ
４
″
ｒ
～
.
s
　
＆
z
　
‐
g
‐
j
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4
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‐
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＆
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6
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~
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4
4
Q
Q
＼

一
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
精
神
障
害
、

知
的
障
害
ま
た
は
身
体
障
害
（
Ｉ
級
・

２
級
）
の
あ
る
児
童
（
2
0
歳
未
満
）
を

養
育
す
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
一
定
の
所
得
額
以
下
の
場

合
に
限
ら
れ
ま
す
。

　
手
当
月
額
（
一
人
あ
た
り
）

　
１
級
該
当
　
　
　
　
５
１
。
５
５
０
円

　
２
級
該
当
　
　
　
　
３
４
。
３
３
０
円

　
支
給
月

　
４
月
、
８
月
、
Ｈ
月

児
童
扶
養
手
当

　
児
童
扶
養
手
当
は
、
父
親
が
い
な
い

か
、
あ
る
い
は
父
親
に
重
度
の
障
害
が

あ
る
家
庭
な
ど
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
支
給
対
象
児
童
の
年
齢
は
1
8
歳
到
達

の
年
度
末
ま
で
で
す
。

　
離
婚
等
の
事
実
の
発
生
時
点
か
ら
５

年
を
経
過
し
て
し
ま
う
と
、
請
求
資
格

が
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
所
得
に
よ
っ

　
　
　
問
　
合
　
せ
　
先

　
各
種
手
当
の
請
求
方
法
や
対
象
児
童
、
所
得
制
限

な
ど
、
詳
し
く
は
、
町
民
生
部
福
祉
課
児
童
福
祉
係

（
音
8
1
－
１
８
３
１
）
　
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



　
町
で
は
、
在
宅
高
齢
者
に
対
し
て
介
護
予
防
・
生
活
支
援
、
家
庭
介
護
支
援
事

業
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
（
い
ず
れ
の
利
用
も
町
福
祉
課
へ
の
申
請
が
必
要
で
す
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
サ
ー
ビ
ス
内
容

家
庭
生
活
援
護
事
業

＊
利
用
対
象
者

　
介
護
保
険
が
適
用
に
な
ら
な
い
概
ね

6
5
歳
以
上
の
自
立
の
高
齢
者
で
、
日
常

生
活
を
営
む
う
え
で
介
護
が
必
要
な
方

に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
在
宅
生

活
が
送
れ
る
よ
う
に
援
護
し
ま
す
。

＊
サ
ー
ビ
ス
内
容

　
調
理
・
洗
濯
・
掃
除
・
買
物
等
の
家

事
介
護
。
関
係
機
関
へ
の
連
絡
・
相
談
・

助
言
・
外
出
時
の
付
添
。

＊
利
用
料
金
等

・
利
用
回
数
週
２
回
程
度

洗濯等の家事介護

１
時
間
未
満
1
5
0
円
　
（
4
0
円
）

２
時
間
未
満
3
0
0
円
　
（
9
0
円
）

　
　
（
　
）
内
は
従
来
か
ら
の
利
用
者

寝
具
類
の
乾
燥
消
毒
　
年
４
回

　
（
内
洗
濯
が
Ｉ
回
可
能
）

１
１
１
生
き
が
い
活
動
支
援

Ｅ
　
　
　
　
　
通
所
事
業

富士見荘での趣味活動

　
老
人
憩
い
の
家
「
富
士
見
荘
」
・
「
ふ

れ
あ
い
交
流
館
」
に
て
通
所
可
能
な
概

ね
6
5
歳
以
上
の
高
齢
者
に
、
趣
味
活
動

や
健
康
維
持
の
た
め
の
楽
し
い
運
動
や

遊
び
を
通
し
、
生
き
が
い
を
与
え
る
場

を
提
供
し
ま
す
。

＊
利
用
日
時
（
祝
日
・
年
末
・
年
始
除
く
）

　
富
士
見
荘
　
　
　
毎
週
火
・
木
曜
日

　
ふ
れ
あ
い
交
流
館
　
毎
週
金
曜
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
0
時
～
1
5
時

＊
利
用
料
　
　
　
　
　
１
日
1
0
0
円

痴呆性老人グループホーム

　　「うらら」が開所

栃の木会

を安らかに過ごせるよう開所した「うらら」毎日

　
社
会
福
祉
法
人
　
栃
の
木
会
（
関
裕

子
理
事
長
）
が
、
昨
年
９
月
か
ら
建
設

し
て
い
た
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
こ
の
ほ

ど
完
成
し
、
４
月
６
日
に
開
所
式
が
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
介
護
や
支
援
を
必
要
と
す
る
お
年
寄

り
が
、
将
来
の
生
活
に
不
安
を
抱
い
て

い
る
中
、
行
政
、
医
療
、
福
祉
の
三
者

が
連
携
し
、
支
援
を
必
要
と
す
る
お
年

寄
り
の
た
め
に
、
痴
呆
性
老
人
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
「
う
ら
ら
」
が
開
所
し
ま
し

た
。

　
こ
の
痴
呆
性
老
人
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

は
、
痴
呆
を
持
っ
た
お
年
寄
り
が
家
庭

的
な
雰
囲
気
の
中
で
、
専
門
ス
タ
ッ
フ

に
見
守
ら
れ
な
が
ら
共
同
生
活
を
送
る

こ
と
に
よ
り
精
神
を
安
定
に
し
、
痴
呆

の
進
行
を
援
や
か
に
し
、
で
き
る
だ
け

自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
支
援
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
造
ら
れ
ま
し
た
。

　
又
、
建
物
も
日
本
古
来
の
美
で
あ
る

蔵
づ
く
り
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
３
棟
平
屋

建
て
で
、
全
室
個
室
（
一
棟
当
た
り
定

員
９
名
）
、
使
い
慣
れ
た
家
具
の
持
ち

込
み
も
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
利
用
で
き

る
方
は
、
概
ね
6
5
歳
以
上
の
軽
・
中
程

度
の
痴
呆
性
高
齢
者
（
6
5
歳
未
満
で
あ
っ

て
も
初
老
期
痴
呆
に
該
当
す
る
方
を
含

む
）
で
あ
り
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当

す
る
方
で
す
。

①
家
庭
環
境
等
に
よ
り
、
家
庭
で
の
介

　
護
が
困
難
な
方
。

②
概
ね
身
辺
の
自
立
が
で
き
て
お
り
、

　
共
同
生
活
を
送
る
こ
と
に
支
障
が
な

　
い
方
。
（
極
端
な
暴
力
行
動
や
自
傷

　
行
為
が
あ
る
等
、
共
同
生
活
を
送
る

　
こ
と
が
難
し
い
方
は
除
き
ま
す
。
）

７

高
齢
者
家
庭
介
護
者

　
　
助
成
金
交
付
事
業

　
本
町
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、
介
護

保
険
の
要
介
護
度
が
３
か
ら
５
に
認
定

さ
れ
た
高
齢
者
を
在
宅
で
介
護
し
同
居

し
て
い
る
主
た
る
介
護
者
に
助
成
金
を

交
付
し
ま
す
。

＊
支
給
の
時
期

　
４
月
・
７
月
・
1
0
月
・
１
月
に
、
月

額
６
。
０
０
０
円
を
３
か
月
分
ま
と
め

て
支
給
。

－
寝
具
洗
濯
乾
燥
・

皿
　
　
　
　
　

消
毒
事
業

　
寝
具
の
衛
生
管
理
が
困
難
な
概
ね
6
5

歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
及
び
高
齢
者

世
帯
に
寝
具
の
洗
濯
及
び
乾
燥
消
毒
を

提
供
し
ま
す
。

＊
利
用
料
　
　
　
無
料
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壬生町グつワントゴ/Lフ髪町会

　
平
成
1
0
年
に
「
壬
生
町
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
愛
好
会
」
は
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を

通
し
て
、
会
員
相
互
の
融
和
と
親
睦
を

深
め
、
健
康
増
進
を
図
る
と
共
に
、
会

員
の
技
術
の
向
上
を
目
指
す
こ
と
を
目

的
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。
現
在
ま
で

の
会
員
は
7
6
名
を
数
え
ま
す
。

　
さ
て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
と
は
、

ど
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
な
の
か
？
今
や
、
中

高
年
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
人
気
の

高
い
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
ル
ー
ル

を
簡
単
に
説
明
し
ま
す
と
、
地
面
に
立

て
た
８
ホ
ー
ル
の
ポ
ス
ト
に
、
ボ
ー
ル

を
い
か
に
少
な
い
打
数
で
入
れ
る
か
を

競
い
ま
す
。
個
人
プ
レ
ー
が
基
本
な
の

で
気
楽
に
楽
し
め
ま
す
。

　
主
に
毎
週
水
・
金
曜
日
に
町
総
合
運

動
場
南
側
広
場
で
、
午
前
９
時
か
ら
Ｈ

時
ま
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
月
１
回
の

大
会
、
年
２
回
の
親
善
大
会
（
終
了
後
、

懇
親
会
）
、
創
立
記
念
大
会
等
を
行
い

会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
、
「
以
前
は
家

に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、

体
調
も
良
く
な
か
っ
た
が
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
を
始
め
て
か
ら
「
風
邪
」
を

ひ
か
な
く
な
り
元
気
で
健
康
に
な
っ
た
。

プ
レ
ー
を
し
な
が
ら
多
く
の
仲
間
と
、

い
ろ
い
ろ
な
話
を
す
る
の
が
と
て
も
楽

し
い
。
練
習
日
が
待
ち
達
し
い
」
と
言

わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

に
な
る
と
歓
声
が
あ
が
り
盛
り
上
が
り

ま
す
。

　
高
度
な
技
術
は
必
要
な
い
の
で
、
基

本
練
習
を
す
れ
ば
み
ん
な
と
一
緒
に
プ

レ
ー
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
ぜ
ひ
一
度
、
足
を
運
ん
で
い
た
だ
い

て
プ
レ
ー
を
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す

か
？
初
心
者
の
入
会
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

会
長
小
見
俊
夫
酋
8
2
‐
２
０
８
６
ま
で

　社会人(N0.20)

(株)篠原商店

　須藤桂美さん

　
㈱
篠
原
商
店
は
、
農
産
乾
物
を
全
国

一
円
に
販
売
し
て
い
る
会
社
で
す
。
昭

和
2
4
年
創
業
、
3
2
年
設
立
で
、
当
初
は

栃
木
県
特
産
の
干
瓢
の
扱
い
だ
け
で
し

た
が
、
近
年
は
、
国
内
農
産
乾
物
の
生

産
量
減
少
に
伴
い
供
給
不
足
と
な
り
、

干
瓢
及
び
干
椎
茸
、
き
く
ら
げ
、
切
干

大
根
、
緑
豆
春
雨
等
を
中
国
よ
り
輸
入

し
、
国
産
、
中
国
産
を
併
用
し
て
販
売

し
て
い
ま
す
。

　
藤
井
倉
庫
、
工
場
の
前
庭
に
は
、
色

と
り
ど
り
の
つ
つ
じ
の
花
が
咲
き
誇
り
、

目
の
保
養
、
心
の
い
や
し
に
は
最
高
と

自
負
し
て
い
る
花
園
が
あ
り
、
従
業
員

の
憩
い
の
場
と
も
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
須
藤
佳
美
さ
ん
を
紹
介
致

し
ま
す
。
平
成
1
2
年
に
入
社
、
２
年
目

を
迎
え
る
明
る
く
元
気
な
頑
張
り
屋
さ

ん
で
す
。
中
国
か
ら
日
本
に
嫁
ぎ
、
日

本
人
よ
り
日
本
人
ら
し
く
、
日
本
語
も

す
っ
か
り
マ
ス
タ
ー
、
生
活
用
語
、
仕

事
に
も
言
葉
の
支
障
も
な
く
、
一
生
懸

命
学
ぶ
心
に
感
心
し
ま
す
。

　
桂
美
さ
ん
の
書
い
た
作
文
に
て
自
己

紹
介
と
し
ま
す
。
「
私
は
中
国
か
ら
日

本
に
嫁
に
き
て
４
年
余
り
と
な
り
ま
す
。

昨
年
２
月
よ
り
、
㈱
篠
原
商
店
に
勤
務

し
て
い
ま
す
。
子
供
を
「
し
も
だ
い
保

育
園
」
に
預
け
、
昨
年
1
0
月
に
運
転
免

許
を
取
得
し
た
の
で
、
車
で
子
供
の
送

迎
、
通
勤
し
て
い
ま
す
。
仕
事
の
先
輩

か
ら
も
、
と
て
も
親
切
に
仕
事
を
教
え

て
い
た
だ
き
、
早
く
仕
事
が
上
手
に
出

来
る
様
頑
張
り
た
い
で
す
。
趣
味
は
編

み
物
で
、
セ
ー
タ
ー
等
を
作
る
こ
と
で

す
」

　
愛
娘
の
歩
ち
ゃ
ん
も
可
愛
い
さ
か
り
、

成
長
を
楽
し
み
に
、
今
後
と
も
頑
張
っ

て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

８



べ ⇒

　
民
芸
品
の
よ
う
な
瓢
箪
や
屋
形
船

な
ど
を
作
っ
て
い
る
小
藤
さ
ん
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
小
藤
さ
ん
は
農
業
の
か
た
わ
ら
、

町
内
の
会
社
に
勤
め
て
い
ま
し
た
。

1
3
年
前
に
定
年
退
職
し
た
時
、
た
ま

た
ま
道
路
拡
張
の
た
め
切
り
倒
さ
れ

た
桐
の
木
を
い
た
だ
き
、
下
駄
を
作
っ

た
と
こ
ろ
大
変
評
判
が
良
く
、
そ
れ

以
来
、
柿
の
木
や
杉
な
ど
の
丸
太
を

使
っ
て
瓢
箪
や
屋
形
船
、
花
瓶
、
水

車
な
ど
た
く
さ
ん
作
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

　
作
業
場
に
は
丸
太
を
削
る
の
に
必

要
な
特
殊
な
道
具
が
い
っ
ぱ
い
で
、

冬
の
農
閑
期
に
は
船
や
瓢
箪
な
ど
を

作
り
、
特
に
下
駄
づ
く
り
は
プ
ロ
級

の
腕
前
だ
そ
う
で
す
。
だ
れ
に
教
わ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
の
で
す
が
、

倉庫の中は作品でいっぱい

覗
き
心
地
が
よ
く
、
歯
が
折
れ
な
い

よ
う
に
作
っ
て
あ
る
そ
う
で
す
。

　
し
か
し
、
年
を
取
っ
て
か
ら
の
丸

太
を
削
る
作
業
は
重
労
働
で
、
「
暇
と

元
気
が
な
け
れ
ば
で
き
な
い
」
と
い

う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
丸
太
に
こ
ぶ

が
あ
っ
て
、
割
れ
て
し
ま
っ
た
り
す

る
と
同
じ
材
料
が
手
に
入
ら
な
い
の

で
、
丸
太
に
合
っ
た
ア
イ
デ
ア
を
考

え
る
の
が
大
変
だ
と
い
う
こ
と
で
し

た
。

　
小
藤
さ
ん
方
の
倉
庫
に
は
た
く
さ

ん
の
作
品
が
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
、
見
に
い
ら
し
て
下
さ
い

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

特別な道具で

　　　ﾚ;プソロゾの腕まえ

小藤昭一さん旭町

一

短
　
　
歌

4･･←

　　四’こ「

入
学
を
待
つ
だ
け
と
な
り
し
少
年
は

犬
を
散
歩
に
つ
れ
出
し
て
ゆ
く

言
っ
べ
き
か
言
わ
ざ
る
べ
き
か
迷
う
う
ち

会
議
は
終
わ
り
む
な
し
く
帰
る

納
屋
う
ら
の
小
さ
き
藪
よ
り
鴬
の

し
ど
ろ
も
ど
ろ
の
初
音
聞
き
た
り

起
き
出
で
て
矩
燧
に
所
在
な
く
居
り
ぬ

今
日
は
新
聞
の
休
刊
日
に
て

俳
　
　
句

▽
不
の
冬
木
の
ご
と
く
生
き
残
る

玄
関
に
い
ろ
い
ろ
の
靴
春
休
み

地
下
道
へ
人
沈
み
ゆ
く
春
疾
風

合
格
の
孫
来
る
予
悠
遠
摘
む

文
化
協
会
文
芸
部
選

野
口
　
富
代

黒
尾

壮

高
山
　
ミ
ツ

鈴
木
　
茂
弥

宇
井
　
秋
汀

鈴
木
佳
世
子

安
田

い
つ

山
名
　
ユ
キ

９



鍼
戻
「
年
」
蚕
二
喬
牛
れ
」
ご
」
「
れ
」

　
老
齢
基
礎
年
金
の
魅
力

　
　
「
国
民
年
金
」
に
は
、
老
齢
・
障
害
・

遺
族
の
３
種
類
の
基
礎
年
金
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
中
で
も
老
齢
基
礎
年
金
は
、

ぶ
匹
生
き
を
し
て
本
当
に
よ
か
っ
た
乞

思
え
る
年
金
で
、
こ
ん
な
魅
力
が
あ
り

ま
す
。

①
受
給
資
格
を
満
た
せ
ば
、
原
則
と
し

　
て
6
5
歳
か
ら
生
涯
に
わ
た
り
年
金
が

　
受
け
ら
れ
ま
す
。

②
完
全
自
動
物
価
ス
ラ
イ
ド
割
に
よ
り

　
物
価
変
動
に
応
じ
、
年
金
の
価
値
を

　
守
り
ま
す
。

橋詰通氏・大森忠氏

が行政相談委員に再委嘱

③
全
国
の
国
民
年
金
保
養
セ
ン
タ
ー
な

　
ど
の
宿
泊
施
設
を
割
安
に
利
用
で
き

　
ま
す
。

④
年
金
額
の
３
分
の
１
を
国
が
負
担
し

　
て
い
る
の
で
安
心
で
す
。

⑤
年
金
の
上
乗
せ
と
し
て
付
加
年
金
が

　
あ
り
、
付
加
保
険
料
（
月
額
4
0
0
円
）

　
を
納
め
た
期
間
に
応
じ
て
加
算
さ
れ

　
ま
す
。

　　　老齢基礎年金の計算式(平成13年度額)

　　　　　　　　　　￥804,200×

(保険料を納めた月数)十(保険料を免除された月数×１／３)

　　　　　　　加入可能年数×12(月)

付加年金の計算式

　　　￥200
　　　　×

　付加保険料を

　納めた月数
※付加年金分か

　老齢基礎年金額に加算されます。

大森忠氏橋詰通氏

　日頃皆様の身近な場所で、行政上の困りごとに

ついて相談相手となる行政相談委員として、橋詰

通氏と大森　忠氏のお二人が、平成13年４月１日

付けで総務大臣から再委嘱されました。

　行政相談委員は、民間の有識者の申から総務大

臣が委嘱しているもので、住民の皆様から広く行

政に対する苦情や意見・要望などをお聴きして苦

情の解決を促進するとともに、それらの意見をも

とに行政運営の改善を進めることを仕事としてお

ります。

　行政相談委員は、月１回定例的に相談をお受け

するほか、自宅でも相談に応じておりますので、

どうぞお気軽にお申し出下さい。

◇橋詰　通　壬生町大師町19－38　昔82-0259

◇大森　忠　壬生町通町3 －12　　昔82-2033

－ 一 J

地
価
公
示
価
格
は

　
　
　
土
地
取
引
の
基
準
で
す

　
平
成
1
3
年
の
地
価
公
示
価
格
が
、

国
か
ら
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
価
格
は
、
地
価
公
示
法
に
基

づ
い
て
「
正
常
な
土
地
の
価
格
」
を

公
表
す
る
も
の
で
、
平
成
1
3
年
１
月

１
目
現
在
で
調
査
し
た
も
の
が
３
月

2
3
目
に
公
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
町
で
は
次
の
1
4
か
所
が
標
準
地

と
し
て
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
詳

細
に
つ
い
て
閲
覧
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
町
総
務
部
企
画
財
政
課
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
公
示
価
格

は
礼
ｍ
あ
た
り
の
価
格
で
す
。

住
宅
地

・
中
央
町
３
２
７
番
３

　
「
中
ｍ
八
町
２
－
1
5
」
　
６
９
。
４
０
０
円

・
大
師
町
８
２
９
番
３
外

「
大
師
町
1
5
－
3
2
」
　
５
９
。
３
０
０
円

・
い
ず
み
町
６
１
９
番
4
5

　
「
い
ず
み
町
８
－
1
9
」

　
　
　
　
　
　
　
　
７
９
。
０
０
０
円

・
幸
町
２
丁
目
３
４
０
２
番
5
1

「
幸
町
２
－
2
0
－
1
0
」

　
　
　
　
　
　
　
　
８
２
。
４
０
０
円

・
大
字
安
塚
字
西
南
原
８
７
５
番
1
6

　
　
　
　
　
　
　
　
６
６
。
９
０
０
円

・
駅
東
町
５
１
１
番
３

　
「
駅
東
町
2
4
－
５
」
　
６
９
。
０
０
０
円

・
本
丸
２
丁
目
１
５
６
４
番
４

　
「
本
丸
２
－
1
3
－
1
5
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
３
。
５
０
０
円

・
落
合
２
丁
目
９
番
４

　
「
落
曾
２
－
９
－
５
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
２
。
４
０
０
円

・
大
字
壬
生
丁
字
六
美
２
１
７
番
6
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
３
。
７
０
０
円

商
業
地

・
緑
町
２
丁
目
１
０
２
２
番
１
７
０

　
「
緑
町
２
－
５
－
６
」

　
　
　
　
　
　
　
　
１
２
３
。
０
０
０
円

・
緑
町
２
丁
目
１
０
５
８
番
１
２
６

　
「
緑
町
２
－
1
5
－
1
8
」

　
　
　
　
　
　
　
　
１
２
５
　
０
０
０
円

調
整
区
域
内
宅
地

・
大
字
壬
生
甲
字
車
塚
３
４
４
０
番

　
Ｉ
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｌ
ｑ
ｓ
０
０
０
円

・
大
字
上
稲
草
字
町
田
２
２
２
７
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
４
。
５
０
０
円

　
・
大
字
安
塚
字
西
原
２
３
８
９
番
Ｈ

　
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
７
。
仄
り
０
０
円

10



第17回全国都市緑化とちぎフェア

　　壬生町実行委員会総会

　事業報告・決算報告を承認

-

　
昨
年
秋
に
開
催
さ
れ
た
「
第
1
7
回
全

国
都
市
緑
化
と
ち
ぎ
フ
ェ
ア
」
の
壬
生

町
実
行
委
員
会
第
４
回
総
会
が
３
月
2
8

目
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
清
水
会
長
が
「
多
数
の

団
体
の
協
力
を
得
ら
れ
、
大
変
意
味
の

あ
る
イ
ベ
ン
ト
が
で
き
感
謝
す
る
と
共

に
、
会
場
跡
地
は
、
県
の
わ
ん
ぱ
く
公

園
と
し
て
開
園
し
、
町
の
総
合
公
園
と

一
体
的
に
利
用
さ
れ
活
気
を
呈
す
る
で

あ
ろ
う
。
今
後
も
な
お
一
層
ま
ち
づ
く

り
に
花
と
緑
を
取
り
入
れ
、
緑
化
の
推

進
を
図
っ
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
。
続

い
て
平
成
1
2
年
度
の
事
業
報
告
や
収
支

決
算
報
告
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
1
0
年
７
月
2
2
日
に
設
立

町
道
矧
－
2
2
4
号
線
が
開
通

　　＼聯痴ﾚ違ﾙ＝一III

7j‘ﾑ4T]こ｀ｼljj……｀'i14?|

－|　謳公　　　１　ど]ﾐﾐ　　　　　１

題語呂ﾐ1§|§|,|届‘,|

゛

開　通　式

　
地
元
住
民
か
ら
一
日
も
早
い
開
通
が

待
た
れ
て
い
た
県
道
小
山
・
壬
生
線
と
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ﾓ生剛実行委員会第4回総会
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１
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渡
つ

Ｏ
人
の
来
場
者
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、

目
的
が
達
成
さ
れ
た
の
で
、
こ
の
総
会

を
も
っ
て
解
散
さ
れ
ま
し
た
。

県
道
宇
都
宮
・
栃
木
線
惣
社
・
今
井
バ

イ
パ
ス
と
を
結
ぶ
町
道
�
３
－
2
2
4
号
線

が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
３
月
2
8
日
か
ら

通
行
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
道
路
は
、
延
長
5
0
0
ｍ
、
全
幅
員

1
6
ｍ
で
２
車
線
の
車
道
と
両
側
に
3
.
5
ｍ

の
歩
道
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
町
が
平

成
1
0
年
か
ら
1
2
年
の
３
ケ
年
事
業
と
し

て
工
事
を
進
め
て
い
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
道
路
の
完
成
に
よ
っ
て
、
市
街

地
か
ら
の
通
過
交
通
が
排
除
さ
れ
、
東

武
鉄
道
と
の
踏
切
等
で
お
き
て
い
た
慢

性
的
な
渋
滞
が
緩
和
さ
れ
る
と
と
も
に

沿
線
地
域
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

唇
賜
げ
げ
」

　
月
刊
人
物
学
習
帳

　
今
回
の
企
画
は
、
壬
生
町
本
丸
に
鎮

座
す
る
精
忠
神
社
の
霊
神
・
鳥
居
元
忠

の
没
後
４
０
０
年
に
合
わ
せ
、
元
忠
に

関
す
る
歴
史
を
各
テ
ー
マ
ご
と
に
５
回

連
続
で
紹
介
し
ま
す
。

　
さ
て
、
徳
川
家
康
に
忠
義
を
尽
く
し

た
鳥
居
元
忠
は
、
関
ケ
原
前
哨
戦
の
伏

見
城
で
戦
死
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
元
忠
が
戦
死
し
た
慶
長
５

年
は
西
暦
１
６
０
０
年
で
、
昨
年
は
２

０
０
０
年
で
す
か
ら
、
元
忠
の
戦
死
は
、

丁
度
今
か
ら
４
０
０
年
前
の
こ
と
に
な

り
、
ま
さ
に
今
年
は
記
念
す
べ
き
年
な

の
で
す
。
し
か
も
、
こ
の
慶
長
５
年
は
、

徳
川
家
康
と
石
田
三
成
両
将
を
そ
れ
ぞ

れ
中
心
と
し
て
東
西
に
分
か
れ
、
対
決

し
た
「
関
ケ
原
の
合
戦
」
の
年
で
も
あ

り
ま
す
。
こ
う
い
う
記
念
す
べ
き
年
に
、

元
忠
没
後
４
０
０
年
を
迎
え
た
の
で
す
。

　
徳
川
家
康
が
子
供
の
こ
ろ
、
今
川

義
元
の
人
質
に
な
っ
た
と
き
、
元
忠
は

「
ご
学
友
」
と
し
て
一
緒
に
つ
い
て
い

き
、
生
涯
を
「
無
位
無
官
」
で
通
し
ま

臣
た
ち
の
群
像
の
中
で
も
、
そ
の
戦
功

と
家
康
本
人
と
の
個
人
的
で
親
密
な
信

頼
関
係
で
は
、
鳥
居
元
忠
の
右
に
出
る

も
の
は
お
そ
ら
く
い
な
い
の
で
は
な
い

「
鳥
居
元
忠
編
」
Ｅ

　
の
で
し
ょ
う
か
。

　
元
忠
は
ご
胆
碧
海
匙
崔
に
生
ま

れ
、
幼
少
よ
り
家
康
に
近
侍
し
、
近
江

姉
川
の
戦
い
、
三
方
ケ
原
合
戦
、
長
篠

合
戦
と
戦
功
を
重
ね
、
天
正
1
8
年
（
１

５
９
０
）
関
東
転
封
の
際
に
は
下
総
国

矢
作
で
四
万
石
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

慶
長
５
年
（
１
６
０
０
）
関
ケ
原
合
戦

を
前
に
家
康
が
会
津
征
伐
で
東
下
す
る

際
に
、
石
田
三
成
の
挙
兵
に
備
え
て
伏

見
城
を
守
り
、
討
ち
死
に
し
ま
し
た
。

家
康
の
天
下
統
一
は
、
鳥
居
元
忠
の
功

績
を
抜
き
に
は
実
現
し
な
か
っ
た
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
鳥
居

氏
は
江
戸
時
代
に
譜
代
大
名
名
家
と
し

口叉濃

　｀国

て
陸
夷
国
磐
城
平
、
出
羽
国
山
形
、
信

濃
国
高
遠
、
能
登
国
下
村
、
近
江
国
水

下
野
国
壬
生
の
藩
主
を
つ
と
め
ま

す
が
、
元
忠
は
大
名
鳥
居
家
の
家
祖
と

し
て
崇
拝
さ
れ
ま
す
。
（
続
く
）

　
次
回
は
「
合
戦
図
に
見
る
鳥
居
元
忠
」

で
す
。

鳥居元雷公
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まちのわだい

　　　規律訓練Ａ

哺ポンプ操法の指導

新団員加入で心機―転

　町消防団が訓練

　
町
消
防
団
（
中
根
幸
男
団
長
・
団
員

2
0
3
名
）
で
は
、
新
年
度
を
迎
え
た
４
月

１
日
、
町
総
合
運
動
場
で
団
員
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
新
規
加
入
団
員
4
9
名
を
迎

え
、
常
備
消
防
（
石
橋
地
区
消
防
組
合

壬
生
分
署
・
安
塚
分
遣
所
）
の
職
員
か

ら
規
律
を
は
じ
め
、
ポ
ン
プ
操
法
等
に

つ
い
て
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
の
日
よ
り
、
町
消
防
団
は
、
有
事

の
際
に
適
切
に
行
動
で
き
る
よ
う
訓
練

を
開
始
し
ま
す
。

戦
役
者
等
合
同
慰
霊
祭
行
わ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
慰
霊
碑
建
立
2
5
周
年
式
典

　
桜
の
花
が
咲
き
誇
る
４
月
６
日
、
町

慰
霊
碑
管
理
委
員
会
（
三
上
義
市
会
長
）

主
催
の
戦
役
者
等
合
同
慰
霊
祭
が
、
遺

族
会
、
軍
恩
会
、
日
傷
会
関
係
者
等
1
6
0

人
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
か
つ
て
、
軍
務
に
服
し
、
常
に
祖
国ヽ 一

慰霊碑前で祝詞の奉上

の
安
泰
と
繁
栄
、
そ
し
て
真
の
平
和
を

乞
い
願
っ
た
英
霊
の
清
く
純
真
な
心
を

も
っ
て
、
そ
の
身
命
を
国
に
捧
げ
た
、

8
0
0
余
柱
の
英
霊
に
対
し
、
三
上
会
長
が

祭
文
を
読
み
上
げ
、
続
い
て
来
賓
の
清

水
町
長
、
薩
葉
議
長
、
佐
藤
衆
議
院
議

員
、
鯉
沼
県
議
、
県
・
郡
の
遺
族
連
合

会
長
が
追
悼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
参
列
者
全
員
に
よ
る
白
菊
が
献

花
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
日
は
慰
霊
碑
建
立
2
5
周

年
と
あ
っ
て
、
町
内
剣
道
教
室
の
奉
納

試
合
と
併
せ
て
、
英
霊
に
捧
げ
る
歌
謡

シ
ョ
ー
や
、
詩
吟
や
剣
舞
が
奉
納
さ
れ

ま
し
た
。

壬
生
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が

　
　
　
　
　
　
　
町
へ
日
時
計
を
寄
贈

日時計の前で記念撮影

　
壬
生
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
綱
島
康

博
会
長
）
で
は
、
こ
の
ほ
ど
町
へ
日
時

計
を
寄
贈
す
る
こ
と
に
な
り
、
し
の
の

　
下
都
賀
漁
業
協
同
組
合
下
都
賀
支
部

（
鈴
木
利
一
支
部
長
）
　
の
指
導
員
ら
７

人
に
よ
る
ア
ユ
の
放
流
が
今
年
も
行
わ

れ
ま
し
た
。
第
一
回
目
は
、
４
月
Ｈ
日

で
、
こ
の
目
は
体
長
1
0
～
1
2
Ｓ
ほ
ど
の

ア
ユ
の
稚
魚
が
１
万
匹
。
第
２
回
目
は

４
月
1
8
日
で
、
４
万
匹
が
放
流
さ
れ
ま

し
た
。
放
流
さ
れ
た
ア
ユ
は
、
元
気
よ

く
飛
び
跳
ね
、
群
を
な
し
て
泳
ぎ
去
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
５
月
２
１
日
に
は
1
0
0
匹
の
コ
イ

が
放
流
さ
れ
ま
し
た
。

ア
ユ
５
万
匹
放
流

-

め
花
ま
つ
り
初
日
の
３
月
3
1
日
、
東
雲

公
園
で
そ
の
除
幕
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
同
ク
ラ
ブ
の
創
立
2
0
周
年

事
業
の
一
粟
と
し
て
、
そ
の
記
念
に
寄

贈
し
た
も
の
で
、
東
雲
さ
く
ら
橋
の
東

側
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
時
計
は
ブ
ロ
ン
ズ
製
で
お
も

ち
ゃ
博
物
館
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
壬
雷
ち
ゃ
ん
」
を
モ
チ
ー
フ
に

造
ら
れ
て
お
り
、
除
幕
式
で
は
、
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
瀬
下
副
会
長
を
は
じ
め
、

清
水
町
長
等
の
手
に
よ
り
幕
が
外
さ
れ

ま
し
た
。福

和
田
橋
上
流

狸々渕で行われた放流
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地域の話題などをお寄せくださいまちのわだい

変通安全を願い

　新入学児童へ

黄色い帽子贈る

　
栃
木
県
明
る
い
社
会
づ
く

り
壬
生
支
部
（
田
中
義
一
会

長
）
で
は
、
今
年
も
新
入
学

児
童
に
黄
色
い
帽
子
（
3
5
4
個
）

を
贈
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の

贈
呈
式
が
４
月
４
日
睦
小
学

校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
新
入
学
児
童
の

交
通
安
全
を
願
い
、
同
支
部

活
動
の
一
環
と
し
て
毎
年
行
っ

て
い
る
も
の
で
す
。

｀ - ／

児童代表に帽子を手渡す

　
贈
呈
式
で
は
、
田
中
会
長
か
ら

篠
原
教
育
長
に
目
録
と
黄
色
い
帽

子
が
手
渡
さ
れ
た
あ
と
、
児
童
を

代
表
し
て
６
年
生
の
佐
々
木
翼
さ

ん
と
佐
藤
亜
佳
子
さ
ん
か
ら
「
私

た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
交
通
安
全
に

気
を
つ
け
て
登
下
校
し
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
お
礼
の
こ
と
ば
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

交
通
安
全
を
願
っ
て

　
　
　
　
　
「
愛
の
鈴
」

手
づ
く
り
の
愛
の
鈴
を
贈
る

壬
生
町
交
通
安
全
母
の
会
（
野
口
栄

故
に
遭
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
鈴
の

音
を
聞
い
て
交
通
安
全
を
再
確
認
す
る

よ
う
に
と
の
願
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

壬
生
小
学
校
室
内
プ
ー
ル
ー
般
開
放
の
お
知
ら
せ

開放される壬生小のプール

　
平
成
1
3
年
度
よ
り
学
校
体
育
施
設
開

放
事
業
の
一
環
と
し
て
、
壬
生
小
学
校

の
室
内
プ
ー
ル
使
用
を
一
般
開
放
い
た

し
ま
す
。
水
に
親
し
む
機
会
が
ほ
し
い
、

手
軽
に
プ
ー
ル
を
利
用
し
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
る
皆
様
の
ご
利
用
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

開
放
期
間

　
６
月
～
Ｈ
月
の
土
・
日
曜
日

　
　
（
午
後
１
時
～
午
後
５
時
）

開
放
場
所

　
壬
生
小
学
校
室
内
プ
ー
ル

　
　
（
児
童
プ
ー
ル
・
2
5
ｍ
プ
ー
ル
）

　
収
容
人
員
　
7
0
名

申
込
方
法

　
プ
ー
ル
窓
口
で
使
用
許
可
申
請
書
を

　
記
入
し
ま
す
。

使
用
料

　
施
設
入
場
者
１
人
に
つ
き
３
０
０
円

　
自
動
車
で
お
越
し
の
際
は
、
城
址
公

園
駐
車
場
等
に
駐
車
し
て
下
さ
い
。

〈
入
場
で
き
な
い
人
〉

　
・
水
泳
着
・
水
泳
帽
を
持
っ
て
い
な
い

　
人
。
（
付
添
等
で
プ
ー
ル
に
入
ら
な

　
い
人
を
除
く
）

∴
可
添
い
の
い
な
い
幼
児
・
小
学
校
低

　
学
年
児
童
。

・
体
調
不
良
の
人
、
酒
気
を
帯
び
て
い

　
る
入
、
風
紀
を
乱
す
行
為
を
す
る
人

　
等
。

・
皮
膚
病
、
伝
染
病
に
か
か
っ
て
い
た

　
り
、
け
が
等
が
完
治
し
て
い
な
い
入
。

こ
動
物
、
汚
物
、
危
険
物
等
の
持
ち
込

　
み
。

・
そ
の
他
、
係
員
の
指
示
、
指
導
に
従

　
わ
な
い
人
。

〈
利
用
上
の
注
意
〉

新体育館の１階です
・
建
物
内
で
の
飲
食
、
喫
煙
は
禁
止
。

≒
フ
ー
ル
内
で
の
メ
ガ
ネ
の
使
用
や
、

　
浮
輪
類
・
潜
木
具
等
の
持
ち
込
み
は

　
で
き
ま
せ
ん
。

・
施
設
内
に
は
売
店
・
公
衆
電
話
は
あ

　
り
ま
せ
ん
。

・
更
衣
室
の
ロ
ッ
カ
ー
に
は
鍵
が
あ
り

　
ま
せ
ん
。
荷
物
、
貴
重
品
等
は
各
自

　
で
管
理
し
て
下
さ
い
。
紛
失
、
盗
難

　
等
の
場
合
、
責
任
は
負
い
ま
せ
ん
。

・
そ
の
他
、
小
学
校
プ
ー
ル
と
し
て
の

　
使
用
を
守
り
、
係
員
の
指
示
、
指
導

　
に
従
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

↓
問
合
せ
先

　
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
総
合
運
動
場

　
内
）
き
8
2
－
２
３
４
５
（
月
曜
休
館
）

寄
　
付

兪
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
　
　
　
　
（
○
数
字
は
寄
付
回
数
）

川
島
朝
子
様
①
　
　
　
　
　
３
万
円

壬
生
町
カ
ラ
オ
ケ
歌
謡
会
様
⑩

　
　
　
　
　
　
２
万
４
千
７
０
５
円

羽
生
田
西
部
親
睦
会
様
⑩
　
３
千
円

狽
協
医
科
大
学
病
院
看
護
部
様
⑩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
0
万
円

匿
名
①
　
　
　
　
　
１
千
６
７
４
円

壬
生
町
女
性
部
様
⑧
　
　
　
１
万
円
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榎本太瀧哨吋ｵﾘﾝﾘｻﾞｲﾀﾙ

　　ﾋﾟｱﾉ:ｲﾀﾏｰﾙ･ｺﾞﾗﾝ

　開催日　９月29日比）午後6 :30　　　　　　　　開催日　９月18口火　午後7 :00

　発売日　６月21日火　　　　　　　　　　　　　発売日　５月30日水

　指定席　4､000円　　自由席　3､000円　　　　　全席指定　4､000円

会　　場　中央公民館犬ホール（城址公園ホール）

※入場券は、壬生中央公民館、稲葉・南犬飼出張所、町施設振興公社事務所で取り扱います。

問合せ先　壬生中央公民館�82－0108

日下 綾音ちゃんご兄弟(助谷)

渡辺　尚哉ちゃんご兄弟（中泉）

　●　　　●
　町　　国
　県　　民　尽くし

紐付

７び6｀J
クJぱ

日｀‾'日

６
月
の
納
税
等

亀

し

田　置文ちゃんご兄弟(北小林)

　'･｀･･こＳ心Jﾆ……一･5tj.ジぞ7てTI)

六
筝
　
柏
倉

倫
明

‐
‐
‐
‐
　
　
‐
－
‐
‐
‐
－
－

¥¶a-sゝ　f･
迪が)

匹__一._､..z-.､..'-~_.

渡辺　尚哉ちゃんご兄弟（中泉）じ七ぶア゛ここニベ≧Ｓこ⊃

　
町
で
は
、
第
３
子
以
上
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
方
に
「
す
こ
や
か
子
育

て
支
援
金
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

※
支
後
金
の
受
給
要
件
、
申
諸
方
法
等

　
は
、
町
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　
　
（
�
8
1
－
１
８
３
１
）
へ
お
問
い
合

　
わ
せ
く
だ
さ
い
。

㎜ ㎜ 〃

･･S

　　　　　　　　　　.,.:･ II.･･　･･“y.･･加･

安塚小６

↓

ｙ

かしわくらともあき
柏倉倫明

近似㈲I伴磯回弔芦･

I　･　II･　・

｢春の風を感じて｣

･･S　、。。｡

　安塚小６年

　　おおと　　大音茶摘

．　　ダ　　　　　ｓ　ｌ≡　　総人口39,865人（３）男19,497人（△28）女20,368人（31）世帯数12,922世帯（51∩）内は前月比

NHKr北条時宗」の西田ひがる司§･･

贈る澄んだ盲と最高峰のハーモニー

万

　　21世紀を担う六書、Daishin。

世界にはばたく日ZIXのヴァイオリニスト
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